
　

地
公
退
は
七
月
三
一
日
、
第
四
六
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
は
、
足

立
副
会
長
の
司
会
で
開
会
し
、
議
長
に
は
野
田
代
議
員
を
選
出
し
て
進
行
し
た
。

　

今
総
会
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
「
戦
争
法
案
」
が
衆
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
、

参
議
院
で
の
審
議
が
開
始
さ
れ
る
中
で
、
全
国
的
に
連
日
「
戦
争
法
案
廃
案
」

を
求
め
る
反
対
行
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
激
動
の
中
で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
西
澤
会
長
は
、

　

 　

日
本
の
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ
き
道
を
決
定
す
る
「
戦
争
法
案
」
が
国
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
。
国
会
審
議
で
「
法
案
が
憲
法
違
反
」
で
あ
る
こ
と
が
明

確
に
な
り
、
国
会
を
包
囲
す
る
デ
モ
は
日
に
日
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
沖
縄

で
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
闘
争
が
闘
わ
れ
て
お
り
、
連
携
し
た
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
「
辺
野
古
カ
ン
パ
」
に
取
り
組
む
。
安
倍
政
権
は
今
後
三

年
間
で
一
兆
五
千
億
円
の
社
会
保
障
費
削
減
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
「
平
和

な
く
し
て
社
会
保
障
な
し
」
が
私
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
い
ま
そ
の
こ
と
が
、

現
実
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

敗
戦
後
七
〇
年
、
私
た
ち
国
民
は
い
ま
正
念
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
地

公
退
は
一
層
団
結
を
固
め
、
よ
り
良
い
未
来
を
次
世
代
に
手
渡
す
た
め
に
、

全
力
で
運
動
を
進
め
て
参
り
た
い
、
と
訴
え
た
。

＜

今
総
会
へ
ご
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
さ
ん＞

　

①
退
職
者
連
合
：
菅
井
義
夫
事
務
局
長
、
②
三
単
産
代
表
：
永
井
雅
師
全
水

道
委
員
長
、
③
日
本
民
主
教
育
政
治
連
盟
：
那
谷
屋
正
義
参
議
院
議
員
、
④
自

治
労
協
力
国
会
議
員
団
：
江
崎
孝
参
議
院
議
員
、
⑤
都
労
連
：
菅
谷
知
由
副
委

員
長

＜

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
た
国
会
議
員＞

　

参
議
院
：
相
原
久
美
子
、
神
本
美
恵
子
、
輿
石
東
、
斎
藤
嘉
隆
、
又
市
征
治
、

水
岡
俊
一
、
吉
田
忠
智　

衆
議
院
：
逢
坂
誠
二
、
照
屋
寛
徳
、
横
路
孝
弘

　

経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
の

ち
、
二
〇
一
六
年
度
運
動
方
針
案
が
川
端
事
務
局
長
か
ら
、
予
算
案
が
黒
崎
会

計
か
ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
・
答
弁
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行
わ
れ
た
。

　

方
針
は
、
①
運
動
の
基
本
目
標
、
②
社
会
保
障
充
実
に
向
け
た
課
題
と
退

連
・
地
公
退
要
求
、
③
戦
争
法
制
反
対
、
平
和
・
人
権
・
環
境
の
取
り
組
み
、

④
民
主
的
政
府
・
市
民
が
主
人
公
の
社
会
づ
く
り
、
⑤
地
公
三
単
産
・
退
職
者

連
合
と
の
連
携
、
⑥
具
体
的
な
運
動
展
開
、
の
六
章
建
て
で
提
案
さ
れ
た
。
ま

た
、
方
針
の
要
求
表
現
と
し
て
、
①
地
公
退
一
五
年
度
統
一
要
求
、
②
二
〇
一

五
年
度
社
会
保
障
制
度
等
に
関
す
る
要
求
（
退
職
者
連
合
）
の
提
案
・
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

要
求
説
明
で
は
新
た
な
要
求
「
学
校
教
育
に
お
け
る
社
会
保
障
教
育
の
充

実
」
、
「
公
的
年
金
積
立
金
を
活
用
し
た
奨
学
金
創
設
」
と
、
今
後
の
焦
点
に
な

る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
適
用
動
向
と
地
公
退
の
対
応
」
を
中
心
に
提
起

さ
れ
た
後
に
討
論
が
行
わ
れ
た
。

【
経
過
及
び
方
針
の
質
問
・
意
見
】

　

①
被
用
者
年
金
一
元
化
法
の
施
行
と
新
た
な
関
連
法
案
の
国
会
審
議
の
動
向

は
、
②
地
域
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
地
公
退
の
地
域
組

織
の
実
態
は
、
③
年
金
積
立
金
を
使
っ
た
奨
学
金
運
用
の
制
度
設
計
は
、
④
介

護
離
職
者
へ
の
所
得
補
償
の
た
め
の
行
政
的
な
支
援
の
在
り
方
、
⑤
在
宅
介
護

の
困
難
性
と
施
設
介
護
の
必
要
性
、
⑥
低
所
得
者
の
年
金
加
入
と
年
金
財
政
へ

の
影
響
、
等
の
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
本
部
答
弁
と
し
て
】

① 　

一
元
化
法
は
す
で
に
可
決
し
て
お
り
一
〇
月
に
施
行
さ
れ
る
。
従
来
の
職

域
年
金
部
分
は
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
、
「
年
金
型
退
職
給
付
」
と
し
て
発
足

す
る
。
今
国
会
へ
の
新
た
な
制
度
変
更
の
提
案
は
な
い
。

② 　

地
域
ご
と
の
地
公
退
の
組
織
は
な
い
が
、
提
案
は
、
地
公
退
の
構
成
組
織

が
地
域
で
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
そ
う
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

③ 　

学
生
支
援
機
構
と
同
じ
「
学
校
卒
業
後
に
借
金
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
」
の

で
は
全
く
意
味
が
な
い
。
二
〇
〇
八
年
の
社
会
保
障
国
民
会
議
で
の
宮
武
提

案
を
基
に
考
え
て
い
る
。

④ 　

介
護
離
職
者
へ
の
「
親
亡
き
後
」
の
具
体
的
な
支
援
施
策
は
今
な
い
。
今

後
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

⑤ 　

「
在
宅
介
護
は
困
難
」
と
切
っ
て
捨
て
た
く
な
い
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
、
医
療
・
介
護
連
携
に
よ
る
在
宅
介
護
が
維
持
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
地
域
で
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
。

⑥ 　

被
保
険
者
が
低
賃
金
の
労
働
者
ば
か
り
に
な
る
と
年
金
財
政
は
窮
屈
に
な

る
。
雇
用
の
劣
化
防
止
こ
そ
大
前
提
。
そ
の
う
え
で
、
短
時
間
労
働
者
を
社

会
保
険
か
ら
排
除
し
な
い
仕
組
み
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
の
方
針
提
起
、
質
問
意
見
と
本
部
答
弁
を
全
体
で
確
認
し
た
後
、
挙
手

に
よ
り
「
賛
成
多
数
」
で
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　

最
後
に
、
総
会
宣
言
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、
西
澤

会
長
の
発
声
で
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
行
い
総
会
を
終
了
し
た
。

　

五
月
二
九
日
、
第
一
八
九
国
会
で
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
以
下
「
医
療

保
険
制
度
改
革
関
連
法
」
）
が
成
立
し
、
公
布
日
以
降
一
八
年
四
月
ま
で
に
順

次
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
法
は
参
議
院
で
、
「
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
連
す
る
課
題
の
検
討
、
入
院
時
食
事
療
養
費
や
健
康
づ
く
り
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
、
患
者
申
出
療
養
等
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
対
策
や
患
者
の
受
診
抑
制
排
除
、

安
全
性
の
確
保
」
な
ど
に
つ
い
て
、
自
民
・
民
主
な
ど
六
会
派
が
共
同
で
提
出

し
た
一
九
項
目
の
付
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　

改
定
の
主
な
内
容
は
、
⑴
国
民
健
康
保
険
の
安
定
化
（
国
保
へ
の
財
政
支
援

の
拡
充
、
財
政
運
営
主
体
の
都
道
府
県
へ
の
移
行
）
、
⑵
後
期
高
齢
者
支
援
金

の
段
階
的
な
全
面
総
報
酬
割
の
導
入
（
現
行
三
分
の
一
→
二
七
年
度
二
分
の
一

→
二
八
年
度
三
分
の
二
→
二
九
年
度
全
面
総
報
酬
割
）
、
⑶
負
担
の
公
平
化

（
①
入
院
時
食
事
代
の
段
階
的
引
上
げ
＠
二
六
〇
円
→
＠
四
六
〇
円
、
②
紹
介

状
な
し
の
大
病
院
受
診
時
の
定
額
負
担
導
入
、
③
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
引
上

げ
一
二
一
万
円
→
一
三
九
万
円
）
、
⑷
そ
の
他
（
①
協
会
け
ん
ぽ
の
国
庫
補
助

率
を
「
当
分
の
間
一
六
・
四
％
」
に
固
定
、
②
国
保
組
合
の
所
得
水
準
に
応
じ

た
国
庫
補
助
率
の
見
直
し
、
③
医
療
費
適
正
化
計
画
の
見
直
し
（
地
域
医
療
構

想
と
整
合
的
な
目
標
の
設
定
）
、
予
防
健
康
づ
く
り
の
促
進
（
被
保
険
者
の
自

助
努
力
へ
の
支
援
）
、
④
患
者
申
出
療
養
の
創
設
（
患
者
申
出
を
起
点
と
す
る

新
た
な
保
険
外
併
用
医
療
の
仕
組
み
）
）
な
ど
。
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地
公
退
は
、
「
国
保
の
財
政
運
営
主
体
の
都
道
府
県
へ
の
移
行
」
は
、
か
ね

て
か
ら
支
持
し
て
お
り
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
段
階
的
全
面
総
報
酬
割
導

入
」
に
つ
い
て
も
応
能
負
担
の
考
え
方
か
ら
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
「
予
防

健
康
づ
く
り
自
助
努
力
支
援
」
と
称
す
る
受
診
療
頻
度
の
少
な
い
被
保
険
者
に

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
提
供
す
る
案
」
は
、
社
会
保
障
個
人
会
計
制
度
へ

の
助
走
を
意
味
す
る
と
し
て
、
反
対
し
て
き
た
。

　

ま
た
「
患
者
申
出
療
養
制
度
」
新
設
は
、
保
険
収
載
ま
で
の
間
の
厳
格
な
適

用
限
定
の
も
と
で
の
保
険
外
併
用
療
養
の
拡
大
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
新

た
な
混
合
診
療
提
案
が
想
定
さ
れ
、
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

従
来
予
算
措
置
で
実
施
さ
れ
て
き
た
施
策
の
う
ち
、
「
七
〇
～
七
四
歳
の
患

者
負
担
一
割
」
は
一
五
年
度
か
ら
本
則
の
二
割
と
さ
れ
、
「
低
所
得
者
、
制
度

発
足
時
に
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
に
関
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
例

軽
減
」
は
一
七
年
度
か
ら
本
則
に
戻
す
と
さ
れ
た
。

　

医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
医
療
法
等
一
九
本
の
一
括
法
で
あ
る
「
医

療
介
護
総
合
確
保
法
」
の
成
立
・
施
行
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
に
続

き
、
今
回
の
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
」
の
成
立
に
よ
り
、
二
〇
一
八
年

に
か
け
て
大
幅
な
制
度
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

地
公
退
は
四
六
回
定
期
総
会
で
も
、
「
必
要
あ
る
も
の
が
医
療
を
受
け
ら
れ

る
公
的
皆
保
険
制
度
の
堅
持
」
を
基
本
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
型
医
療

資
本
の
参
入
自
由
化
に
よ
る
医
療
の
市
場
化
・
国
民
皆
保
険
制
度
の
解
体
に
反

対
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

当
初
一
三
〇
〇
億
円
と
見
積
も
ら
れ
た
新
国
立
競
技
場
の
建
設
費
用
が
二
五

二
〇
億
円
に
変
わ
り
、
将
来
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
考
慮
す
る
と
膨
大
な
金

食
い
虫
に
な
る
と
批
判
の
声
が
高
ま
っ
た
。
安
倍
政
権
は
問
題
が
指
摘
さ
れ
始

め
た
初
期
に
は
「
国
際
公
約
で
あ
り
、
計
画
変
更
は
時
間
的
に
間
に
合
わ
な
い
。

財
源
を
調
達
し
て
予
定
通
り
の
建
設
を
進
め
る
」
と
開
き
直
っ
て
い
た
が
、

「
戦
争
法
制
」
の
衆
議
院
強
行
可
決
の
直
後
、
唐
突
に
建
設
計
画
を
再
検
討
す

る
と
表
明
し
た
。

　

関
係
者
が
開
き
直
っ
て
い
る
こ
ろ
は
、
工
事
請
負
予
定
者
か
ら
関
係
政
治
家

等
に
対
す
る
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
金
額
が
い
く
ら
に
な
る
の
か
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
た
。し
か
し
、
あ
の
政
権
広
報
紙
・
読
売
新
聞
が
「
高
す
ぎ
る
、
将
来
の
負
の
遺
産

に
な
る
」
と
批
判
を
繰
り
返
す
に
及
ん
で
、
政
権
側
は
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
諦
め
て

「
戦
争
法
制
」
強
行
の
中
和
剤
に
使
う
シ
ナ
リ
オ
に
転
換
し
た
こ
と
が
感
じ
取
れ
た
。

　

鍛
錬
、
研
鑽
を
積
ん
だ
ア
ス
リ
ー
ト
が
全
力
で
競
技
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
素
晴

ら
し
い
。
し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
が
終
息
せ
ず
、
大
震
災
復
興
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
中
で
国
威
発
揚
目
的
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
自

体
に
問
題
は
な
い
の
か
。
加
え
て
、
見
積
も
り
の
倍
の
工
事
費
を
要
す
る
競
技

場
な
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
で
し
か
な
く
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
別
の
視
点
か
ら
も
見
て
お
き
た
い
。

　　　

政
府
は
二
〇
一
五
年
度
予
算
に
オ
ス
プ
レ
イ
五
機
の
購
入
費
用
と
し
て
五
一

六
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。
計
画
で
は
こ
の
後
二
〇
一
八
年
度
ま
で
に
合
計
三

六
〇
〇
億
円
で
本
体
一
七
機
、
エ
ン
ジ
ン
・
代
替
部
品
・
前
方
監
視
装
置
な
ど

の
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
で
米
政
府
の
同
意
を
得
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
超
低
空
飛
行
で
生
活
の
場
所
を
犯
し
な
が
ら
あ
ち
こ

ち
で
墜
落
事
故
を
多
発
さ
せ
て
い
る
機
種
で
あ
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
だ
が
、

オ
ス
プ
レ
イ
は
兵
器
だ
か
ら
購
入
経
費
に
加
え
て
将
来
の
維
持
管
理
費
は
膨
大
な

金
額
に
な
る
。
こ
れ
を
米
軍
の
補
完
と
し
て
自
衛
隊
が
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

米
側
で
は
米
軍
の
下
働
き
（
相
互
運
用
）
を
す
る
の
な
ら
売
っ
て
や
る
と
い

う
構
え
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
米
軍
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
一
機
五
〇
～
六
〇
億
円
で

購
入
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
安
倍
政
権
は
一
機
一
〇
三
億
円
も
支
払
っ
て

お
し
戴
こ
う
と
し
て
い
る
。
見
積
も
り
や
適
正
価
格
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。

　　　

今
沖
縄
の
人
々
が
体
を
張
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
辺
野
古
基
地
建
設

だ
が
、
そ
の
建
設
経
費
は
全
て
日
本
政
府
＝
日
本
国
民
の
税
が
負
担
す
る
。
日

米
地
位
協
定
に
は
基
地
の
維
持
経
費
は
米
国
が
負
担
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

既
に
長
い
間
日
本
政
府
負
担
が
定
着
し
て
お
り
、
辺
野
古
に
つ
い
て
は
「
米
軍

再
編
関
係
経
費
」
か
ら
全
額
支
出
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
額
は
早
い
時
期
に
は

最
低
三
五
〇
〇
億
円
と
い
う
数
字
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
少
な
く
と
も
一
兆
円

と
い
わ
れ
、
見
積
も
り
や
適
正
価
格
、
支
出
節
度
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。

　

米
国
の
都
合
で
推
進
さ
れ
る
米
軍
再
編
に
つ
い
て
、
米
側
の
発
言
で
は
日
本

に
三
兆
円
負
担
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
こ
れ
は
戦
争
態
勢
全
体
か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
杜

撰
な
新
競
技
場
建
設
計
画
は
許
せ
な
い
が
、
桁
の
違
う
戦
争
態
勢
経
費
に
比
べ

た
ら
人
を
殺
さ
な
い
分
可
愛
く
見
え
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
競
技
場
の
二
五
〇
〇
億
を
た
た
く
が
、
な
ぜ
同
じ
税
か
ら
支
出

さ
れ
る
オ
ス
プ
レ
イ
三
六
〇
〇
億
、
辺
野
古
一
兆
と
い
う
金
額
を
問
わ
な
い
の
か
。

　

　

　

　

　

安
倍
氏
が
通
っ
た
大
学
の
教
授
の
友
人
で
あ
る
伊
東
光
晴
氏
は
、
そ
の
友
人

が
学
生
時
代
の
彼
を
酷
評
し
て
い
た
こ
と
を
著
書
で
紹
介
し
て
い
る
（
酷
評
し

た
普
通
の
感
覚
の
教
授
は
元
家
庭
教
師
と
違
っ
て
安
倍
氏
の
取
り
巻
き
メ
ン

バ
ー
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
紹
介
）。
教
師
に
酷
評
さ
れ
る
人
物
が
、
ち
や

ほ
や
し
て
く
れ
る
取
り
巻
き
の
支
援
で
総
理
大
臣
と
し
て
違
憲
の
戦
争
法
制
を

強
行
し
て
国
を
誤
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
加
え
て
自
民
党
・
公
明
党
の
議
員

た
ち
は
そ
ん
な
人
物
を
た
し
な
め
る
ど
こ
ろ
か
、
下
駄
の
雪
の
よ
う
に
踏
ま
れ

て
も
蹴
ら
れ
て
も
く
っ
つ
い
て
離
れ
な
い
。
彼
ら
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
社
会

を
壊
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
二
〇
一
四
年
末
の
総
選
挙
で
与
党
は
衆
議

院
議
席
の
六
八
・
六
％
を
占
め
た
が
、
自
民
党
の
比
例
区
得
票
は
有
権
者
に
対
し

て
た
っ
た
一
六
％
に
過
ぎ
ず
、
政
権
基
盤
は
脆
弱
な
も
の
で
し
か
な
い
。戦
争
法

制
は
絶
対
許
さ
な
い
。
国
会
を
包
囲
し
よ
う
、
次
の
選
挙
で
必
ず
鉄
槌
を
下
そ
う
。

　　
　　

地
公
退
は
七
月
三
一
日
の
第
四
六
回
定
期
総
会
で
、
「
辺
野
古
基
金
」
へ

の
協
力
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

沖
縄
で
は
辺
野
古
に
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
オ
ー
ル
沖
縄
の
知
恵

と
力
を
集
め
て
運
動
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
間
の
市
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
、

衆
議
院
選
挙
の
す
べ
て
で
新
基
地
を
許
さ
な
い
と
す
る
候
補
を
勝
利
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
民
意
を
無
視
し
て
暴
力
的
に
建
設
作
業
を
続
け
て
い
る
政
府
の

暴
走
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、
沖
縄
県
外
を
含
む
全
国
の
連
帯
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

本
年
五
月
、
こ
う
し
た
思
い
に
基
づ
い
て
沖
縄
の
声
を
国
内
外
に
発
信
し

県
内
移
設
を
断
念
さ
せ
る
運
動
の
前
進
を
図
る
た
め
、
宮
崎
駿
さ
ん
た
ち
九

人
が
代
表
に
な
っ
て
「
辺
野
古
基
金
」
が
設
立
さ
れ
た
。
地
方
公
務
員
退
職

者
協
議
会
（
地
公
退
）
は
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
構
成
組
織
と
と
も
に

協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
基
金
は
運
動
を
支
え
る
た
め
に
多
く
の
金
額

を
集
約
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
協
力
を
重
視
し
て
い
る
。
す
で
に
四
億
円
が
集
ま
り
、
全
国
に
沖
縄
の

現
状
を
訴
え
る
た
め
の
新
聞
広
告
と
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

　

「
政
権
を
批
判
す
る
沖
縄
の
地
元
新
聞
を
懲
ら
し
め
ろ
」
と
叫
ぶ
オ
ト
モ

ダ
チ
に
支
え
ら
れ
た
安
倍
政
権
は
、
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
て
物
理
的
暴
力

で
反
対
運
動
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
公
退
会
員
を
含
む

オ
ー
ル
沖
縄
の
運
動
は
決
し
て
こ
れ
に
屈
し
な
い
。
全
国
の
連
帯
を
示
す
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
辺
野
古
基
金
へ
の
協
力
を
訴
え
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

辺
野
古
基
金
事
務
局

〒
九
〇
〇

－

〇
〇
二
九　

那
覇
市
あ
さ
ひ
町
一
一
二

－

一　

金
秀
ビ
ル
内

　
　
　
　
　
　

電　

話
：
〇
九
八

－

九
四
三

－

六
七
四
八　

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
九
八

－

九
四
三

－

六
八
九
三

　

基
金
の
振
込
方
法

　
＜

送

金

先

名

義＞

「
辺
野
古
基
金
」

　
＜

振
込
先
金
融
機
関＞

（
店
番
号

－

口
座
番
号
）
＊
沖
縄
県
労
働
金
庫
県
庁

出
張
所（
九
五
三

－

三
四
〇
六
四
八
一
）
＊
琉
球
銀
行
県
庁
出
張
所（
二
五
一

－

一

八
五
九
二
〇
）
＊
沖
縄
銀
行
県
庁
出
張
所（
〇
一
二

－

一
二
九
二
七
七
二
）
ほ
か
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